


「進路」
福岡市手をつなぐ育成会　　理事長　花田敏秀

年度のはじめで、新たに学校・職場・施設での就労や活動等を始められた方も多いと思います。そこで今回は「進路」をテーマに書いてみたいと思います。
[bookmark: _GoBack]　我が国の求人や就職活動は大企業や官公庁を中心に新卒一括採用が中心で、中途入社の制度はそれを補完するという位置付けにあると思います。世界に例を見ない終身雇用・年功序列型賃金体系の中で学卒時の進路の選択が一生を左右すると言っても過言ではない状況がずっと続いてきました。一度入社したらそれを変えることはかなりのリスクを伴うもので、組織人として問題がある人ではないかとの烙印を押されるという風潮もありました。今日、こうした点はかなり緩和されつつあります。企業も社員の面倒を終身雇用・年功序列型賃金体系で定年までみることがかなり困難になったという状況がこれを後押ししています。こんなことを冒頭になぜ書いたのかというと、進路の選択はもちろん重要なことで情報をよく収集して慎重にまた周りの人によく相談して決めることが大事であることは言うまでもありませんが、一度選択したものを変えることができない踊り場のないような社会、再チャレンジができにくい社会であってはいけないと思っているからです。
　さて、肝心の知的障がいのある人の進路についてですが１、大学や専門学校などへの進学は知的障害のある人の2016年度特別支援学校高等部の卒業生で見てみると1万8千人のうち66人、そのうちのほとんどは特別支援学校の一部に併設されている専攻科への進学で大学等への進学は2人となっています。２、企業への就職は以前に比べて受け入れが格段に進んでいて、特例子会社や短時間就労の導入といった、新しい働き方が模索されつつあります。障害者雇用促進法の規定では一定以上の規模の企業では障がい者雇用が義務づけられています。３、企業への就職に向けた職業訓練は職業訓練校に入る。福祉サービスとしては就労移行支援（2年間の有期限）、や福祉サービスを利用して就職した場合は生活面の乱れを予防する「就労定着支援」というサービスも利用できます。４、福祉的就労と言って企業などでの就労は難しくても、支援者からのサポートを受けながら働くという方法もあります。就労継続支援A型、B型があり、就労継続支援A型は雇用契約を結んで支援を受けながら働くという制度です。５、日中活動と言って主に重度障害のある方の進路先として用意されています。生活介護というサービスで自宅と事業所の間の送迎があったり、就労系に比べて職員配置も多く安全に日中を過ごすことができるようになっています。生活介護を利用するには障がい支援区分が3以上という要件があります。日中活動として仕事をしている事業所もあります。
　福祉サービスも充実してきましたのでいろいろな所に見学や実習に行って学校の進路担当の先生とよく相談して、また保護者や周りの方は本人の進路ですから本人の気持ちを大事にして決めてほしいと思います。さらに冒頭に書きましたが、もし選択がうまくいかなかった場合でも、就職の相談機関（公共職業安定所の障がい者相談窓口、障がい者就業・生活支援センター）や生活の相談機関（基幹相談支援センター、特定相談）も充実してきていますのでよく相談をして本人に合ったサービスや場所を探すことが肝要です。障がいのあるなしに関わらずそれぞれが自分に合った居場所や役割を見つけて生きがいのある充実した人生を送ることができるようにすることこそが進路選択で一番大事にされるべきことです。そのための進路相談であってほしいと思います。



